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＜全体連絡＞

・第2回法人研修　

テーマ：「感染防御と伝播防止」について　　講師：平賀IOO

　ビデオ研修：6/11（月）17：30～

・第1回院内研修　6/19（火）・20（水）17：30～18：30　会場：4階メモリアルホール

テーマ：「個人情報保護法」について　講師：個人情報管理委員会委員長　大山栄光さん

・職員旅行（一泊旅行）について
　日程：2班～6/21（木）～6/22（金）、3班･･･7/5（木）～7/6（金）

・職員旅行（子連れ、日帰り）について

詳細はまだ決定していないが、参加者の子供の人数を把握するため、一覧表へ入力すること。期限は6/9（土）なので遅れないように。青陽館の参加予定者：佐々木　　

・医療福祉学会に向けて、各グループでテーマを決めて、研究を進めていくこと。進捗状況を6/12（火）のカンファレンスで報告すること。

・各種研修について、WIZ掲示板やメールで案内がきている為各自で目を通し、自己研鑚に努めていくこと。

・加湿器を庶務へ返却すること。送迎時などを上手く利用して速やかに返却していく。

・日誌の回覧で添付ファイル名に誤りがあるので、確認して再回覧すること。日誌のファイル名がコピーになっているものがあり、内容を確認し、1つにまとめること。

＜青明舎利用者様情報＞

・福井　彩　　様～6/5（火）八戸赤十字病院神経内科受診後に来所、前回の検査結果は抗体値が1.8となっており、今よりも上昇すると入院になるかもしれないと説明があり、ステロイド剤が2T→3Tと増薬となっている。6/16（土）にアパートへ戻るが、夫との生活もストレスだと話している。また、義父様から離婚するように言われたが、夫様がきっぱり断ったと話していたとのこと。

　　　　　　　　　⇒最近はデイケアに電話することが少なくなっている。

・我満　奈津紀様～6/5（火）娘様より電話があり、様子がおかしい、金銭感覚がおかしくなっている、カップラーメンとお菓子で5000円位使い、食事に食べているとのこと。6/9（土）定期訪問実施。出かけようとしていたが、拒否なく迎え入れている。室内は散らかっており、テーブルの上にカップラーメンの容器が置きっ放しになっていたり、服装は身綺麗にしているがコートを着ていたりとちぐはぐな印象を受ける。受診し、処方変更となり、眠気がなくなったと話している。デイケアに行けていると話し、服薬カレンダーを確認すると何時のかは不明だが、きちんとセットされている。

　　　　　　　　　⇒娘様の青山荘入居については納得されている様子。6/8（金）にスマートフォンで音楽を聴いているが、音漏れしており、指摘するが理解できない様子が見られている。会話のテンポがずれている様子があり、訪問看護を断り、外来ではデポ剤を拒否しており、娘様が青山荘入居後に十分な様子観察を行っていく。本日、アイコス（電子煙草）を持参しており、廊下で吸おうとしているため、喫煙室で吸うよう伝えている。

・東海林　紀子様～6/6（水）電話があり、福井彩様とLINEしていて起こらせてしまったと話している。6/10（日）定期訪問実施。レシートを確認しているが、概ね予算内で生活できている。5/13～6/9でアルコールを2回摂取している。コーラは週1～2回、野菜を購入し自炊していることが多いとのこと。また、父様については歩くと股関節が痛くなるので、今後は歩けないため、兄様と姉様が施設を探していると話している。父様から電話があり、銀行にお金を下ろしにいってきたり、入院の書類で保証人になって欲しいといわれたが、生活保護を受けているのでなれないと断ったとのこと。

　　　　　　　　　⇒先週の外来受診で、栄養指導を受けているが、理解出来ておらず、血液検査結果で中性脂肪は改善されたが、γ-GTPは上昇している。

・高柳　和子　様～6/6（水）定期訪問実施。体調については不調はないとのことで、左膝の痛みはあるが、捻挫は良くなっていると話している。左拇趾が膿んで痛いので、膿を出しているとのこと。食事内容については麺類を良く食べると話しているため、肉や魚、野菜も食べるように助言しているが、話を聞いていない様子がある。6/6（水）夜に電話があり、明日のデイケアを休みたいとのこと。また、6月に母様、7月に父様の命日があり、デイケアを休みたいと話しているため、デイケアスタッフに相談するよう伝えている。

　　　　　　　　　⇒先週は2回とも休んでいる。6/5（火）は一度来所するが、すぐに銀行に行くと帰っている。その後電話があり、6/11（月）に銀行の人が訪問することになったと話しており、詳細を確認すると金融商品のキャンペーンのためとのことであった。青明舎へ情報提供している。6/6の青明舎訪問時には話は出なかったとのこと。

・藤村　翔　　様～6/8（金）小遣帳の確認のため来所している。おやつに柿の種1袋を購入しているが、1日で食べてしまったとのこと。幻聴があり、（柿の種は）今日中に食べるように、自衛隊に入っていたら、50歳で死んでいたという内容であったとのこと。来所時の服装がTシャツにズボンとちぐはぐな印象があり、指摘すると中にヒートテックを着ていると話している。

・東海林　康之様～6/10（日）定期訪問実施。口数が多く、6/15（金）に生活保護担当者の北田さんの所に行って老齢年金の話を聞いてくると話している。

・浅坂　政美　様～6/10（日）定期訪問実施。金銭管理についてはレシートを確認すると、食材の他に、プリンやロールケーキを購入している。仏壇にも家族がお供えしたお菓子類がある。室内はきれいに片付いている。デイケアでは久慈さんとよく話をしていると話している。

　　　　　　　　　⇒HbA1c：入院時6.4→3月6.2、体重：入院時71.2kg→今日73kg、北病棟に移ってからは、73kg～74kgで推移している。糖尿病の合併症もある為、間食について内容等を観察し、必要に応じ介入していく。

・駒木　洋士　様～6/7（木）来所している。3ヶ月で3kg減量したので、歩くのが楽になったとのこと。母様の納骨や形見分けをした話もしている。多弁で、以前仕事で失敗した時の話や占いの話をしたり、持参したカメラを持ち出し写真を撮ったりしている。本日朝電話があり、デイケアにかけたが繋がらなかったので本日腰痛が有りデイケアを欠席することを伝えて欲しいと話す為、自分で連絡するよう伝えている。また、6/8（金）の外来で、次の順番の関秀治様に医師の誕生日を聞いてもらうことがある。関秀治様と6/10（日）に会う約束をしていたが、グループホーム世話人より距離をとるように言われたとのことで、6月は会わないことにした、関さんから電話が来るまで会わない、電話もしないと話している。

　　　　　　　　　⇒6/8（金）外来診察後に、一方的に話しかけている所をデイケアスタッフが見かけ介入している。本人は知っていると話しているが、相手は全く知らない人から話し掛けられ困っていたとのこと。本日腰痛のため欠席すると電話連絡あるが、話し出すと止まらない状況であることを振り返っているが自覚はなく、いつも通りだと話している。江刺家陽輝様が死亡したことを聞いた後から状態が変化しているように感じる。6/13（水）来所時、服薬状況を確認し、利用時の様子を観察していく。訪問看護等に情報提供していく。

＜グループホーム利用者様情報＞

・淡路　智恵子様～朝の訪問時頭痛を訴える事が多くなっている。

　　　　　　　　　⇒デイケアで人間関係で辛いと話していることがある。6/8時折、表情硬くしている為、体調確認する。「精神的にも身体的にも疲れた。」と話す。原因についてはグループホーム内の人間関係であると言う。世話人へは相談出来ておらず、入院を考える事もあるとのこと。何かあった際は相談して欲しいこと伝え、世話人へも情報提供してく。
・船場　幸子　様～淡路智恵子様の頭痛の訴えを聞いていて、夜頭痛がすると話してくることがある。

・繁名　和恵　様～6/6（水）整形外科受診している。膝に水が溜まっていると言われたとのことで、水分を1日1500mlに制限すると話している。処方変更があり、6/7よりオランザピン中止、就寝前薬のランソプラゾールが朝の定期薬になっている。

　　　　　　　　　⇒1週間水分と食事を記録しているが、水分量が食事以外で4ℓ、夜に間食を摂っていることが判明し、本人も意識することが出来ている。

・関　秀治　　様～本日の訪問時、駒木洋士様が電話を夜間も関係なくかけてきて困っていると話している。毎日ではないが、6/8（金）、6/10（日）と4回かかってきており、夜0時過ぎにかかってくることもあったとのこと。6/7（木）に保護者、特定相談、世話人と今後についての面談を行っている。新しいグループホームか『あおば』かについては、本人の希望は新しいグループホームで生活してみて続けられないようであれば『あおば』に行くという考えは変わらず、父様から収入を増やせる職場を紹介して欲しいとの話が出るが、本人は今のままが良いと父様の提案を断っている。

　　　　　　　　　⇒駒木様の電話について、夜間帯（0時過ぎ）にかかってきたりして、他入居者への影響も大きくなってきているようであり、世話人から駒木様へ申し入れをすることはできないのか検討して頂きたい。

・番沢　政勝　様～6/8に抜歯しており、今後の治療でお金がかかってくる予定。

・若松　邦生　様～音に敏感になっており、些細な物音も気にすることは継続している。

・藤村　翔　　様～幻聴があると話しており、内容は死にもの狂いで運動しろと聴こえてくるとのこと。

・田名部　浩平様～6/12（火）就労継続支援施設『ココロード』見学予定となっている。

　　　　　　　　　⇒来所時、見学の感想などについて話をしていく。

・大下　伸治　様～6/4（月）耳鼻科受診しているが、特に問題なかったとのこと。

・村上　元道　様～最近、他者への言動が声高で強い口調となることがあったが、先週は落ち着いてきている様子が見られている。
・下妻　康貴　様～様子は変わりない。本日の訪問時、体がついて行かないせいか仕事のモチベーションが上がらない、転職しようか云々と話していたが、昼に電話があり、朝の話は関係ない、大丈夫と話している。腰のコルセットからサポーターになっている。
・豊川　明男　様～デイケアより情報提供。先週は休まず、早退もなく利用出来ている。
＜利用者様情報＞

デイケア
・我満　奈津紀様～表情良く来所している。髪は整え、イヤリングをしている。自分からスタッフへ話し掛けあり、「アイコスにしたら煙草やめれるかも。」と言い、スタッフの目の前で吸おうとする事がある。喫煙所で吸うよう促すとすぐに応じている。エアロビはしっかり着替え、大袈裟な動きだが、意欲的に取り組んでいる。時々居眠りが見られている。
・駒木　洋士　様～本人より架電があり、財布を落としたということや、腰痛があって休養するからデイケアを欠席するということをまとまりなく話している。

管理者と話がしたいから、連絡が欲しいとのことで、管理者から折り返し連絡をすると、上記同様の内容をまとまりなく声高に話しており、単に話をしたかったから連絡が欲しいと言ったとのこと。話のまとまりがないことや声高に話している等、気分が高揚している状態を振り返り、現在の体調や気分を聞くと「調子は悪くないし、気分も前みたいに上がってませんよ」と返答。「先生や訪問看護の人にも言われるんですよ」と話す為、スタッフから見ると気分が高揚しているように感じることを再度伝えている。本日は腰痛のためデイケアを欠席すると話しており、来所を促すが自宅での休養を希望する為、体調や気分の高揚差に注意し、腰痛があるのであれば活動を控え、ゆっくり休養するよう促すと「わかりました」と話し、電話を終了している。
・川口　八寿子様～表情冴えない為、声掛けしている。昨日、いちい寮入所中の妹様の行事へ参加し、疲労感があると話す。30分程静養室で休んだ後は、エアロビを見学したり、他利利用者と適度に交流を持っている。
・上川原　豊　様～来所時にスタッフと薬の空包を確認、今朝までの空包が全て揃っている。プログラム中の居眠りなく穏やかに参加している。他利用者様と適度に交流見られている。

・板橋　雅勝　様～今年4月からの医療費改正で医療費が高くなり、生活が苦しい為、デイケアの利用日を減らしたいと話す。デイケアと外来のみで他のサービスは利用していない為、何あった際はデイケアか外来へ連絡する必要がある事を伝えている。「母親も家では何とか生活できるけど、どうなるかわからないし。」と話している。6/9（土）の診察で主治医へデイケア利用日の相談をし、今週から月、水、金の利用へ変更となる。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、土日に姉様に連絡するが、長姉様は不在となっている。また、しまむらに行きたいと外出希望が聞かれており、スタッフから月の上旬に行ってしまうと、翌月まで待てなくなることを説明すると、納得している。今朝は6：00頃、背中が痒くなり治験のテープが剥がれたとテープを持ってきており、自発的にテープが剥がれたことを報告しに来たことを評価しているとのこと。本日のデイナイトケアでは、昼食後、階段へ通じる扉を開けて、階段を数段降りようとしている為、スタッフが介入し制止している。「帰りたい」と話すため、家族や先生との相談が必要であることを伝えると、強い口調で「どうして？」と話し強引に降りようとするため、一旦2Fに戻り改めて話を傾聴している。本人より「私は、青風荘は止めます」「止めたいの」と話すため、再度、先生や家族との相談が必要であることを説明するが、「やっぱり帰る」と話しており、そこへ居合わせた青風荘スタッフが鈴木様に声掛けしている。青風荘スタッフに上記希望を伝えると、青風荘スタッフより姉様への連絡は期間を空けて行うこと、連絡しても長姉様と連絡が取れない場合は、青風荘から連絡することを伝えると、「分かりました」と返答。その後は落ち着いて過ごしており、外出要求や無断外出はない。引き続き病状を観察し所在確認を徹底していく。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨日はラジオの音量が大きく介入要している。その他掃除機を使いたいと話す為、スタッフが持っていくと「いらない」と話し、言動が一致していないことがあったとのこと。本日のデイナイトケアでは、昨日は、６時間１０分眠れたこと、排尿があったことを話しており、睡眠時間は体の健康に影響することを話している。プログラムへの不参加はなく、作業療法での折り紙手芸は、時間中1枚ずつ丁寧に折っており集中している様子が窺える。引き続き言動を観察し、他者トラブルとなる行為のないよう関わっていく。
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、右膝痛の訴えが継続して聞かれていたとのこと。本日のデイナイトケアでも右膝の痛みを訴えており、歩行状態も右足を庇う様に歩行している。運動プログラムでは、痛みがあるとのことで途中退席しロキソプロフェンNaゲル1％を2回塗布している。その後、座学のプログラムへは参加している。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・佐藤　ミツ子様～青風荘より情報提供があり、入浴時肩にひっかき傷があり対応していたとのこと。本日は、右肩のひっかき傷について、「痒みは良くなったんだよ」「薬つけてもらっているから」と話している。

ナイトケア
・鈴木　知子　様～デイケア利用者様。6/8（金）夜に本人から連絡があり、「手帳が今月末で切れるんですけど今月中に届きますかね？市役所に電話したら、5月中旬に届いてどっかに送ったとかなんとか…」と話す。市役所から精神保健福祉センターに送り同センターにて審査が行われること、申請手続きに2～3か月程かかることを伝えている。不安に思ったことがあればいつでも連絡するように伝えている。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（　中村　与一郎　様）

実施日：H30年6月11日（月）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討、情報収集

	氏名
	中村　与一郎様
	性別
	男
	年齢
	39
	生年月日
	S51年2月25日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	① 基本的生活習慣病の習得② 身体機能の維持・向上

③ 対人関係の改善　　　　④ 作業能力・持続性の向上

⑤ 病識を見に付ける

	本人希望
	単身生活をしたい

	入院歴
	計2回（最終：　H10年9月　日～　H11年8月　日）むつ総合病院

	通所歴
	　2回目

· 前回：H14年9月11日～H24年3月30日(デイナイトケア)

H24年4月2日～現在(デイケア)

	その他サービス利用
	青明舎、グループホーム

	住居：グループホームあおば
	家族構成　
・両親は共に平成4年より十和田済生会病院精神科へ入院中で、今後も退院の目処が立っていない。両親の入院により16歳から一人暮らしを、同じ村内に住む叔父が援助してくれている。

・弟様は、各地を転々としている様子で本人との交流はない。
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	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	・障害基礎年金2級
・生活保護
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）
医療区分：生保　　　　　重度医療：無

自立支援医療：有

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	環境の変化により、病状を崩さないようにする。

新たな就労に向けて、調整する。
	①生活習慣および生活リズムの獲得。(疾病・服薬・健康管理)
	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	①環境変化に弱い面がある為、対応できない事は相談する。スタッフは、精神症状の変化は見られないか観察し、相談された際は本人と一緒に対処法を考え、不安の軽減を図れるよう関わる。

	
	②自分にあった就労先をみつけ、就労に必要な知識や体力をつける。
	②デイケアで日中活動を確保し、今後の就労に向けて自身の現状を把握する。
	②スタッフは、本人の能力について把握し、段階を踏んでステップアップするよう促す。あった際には関係機関へ連絡し、対応する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①生活に支障がでたり、病状変化に気付いた際は相談する。
	・5/7（月）よりデイケア利用再開している。仲の良い利用者やスタッフと交流しながら過ごしており、利用開始に伴う不安や問題は「前使ってたので大丈夫です」とのことで、特に無いとはなしている。プログラムには自分から積極的に参加しており、問題なく取り組んでいる。

・5/30（水）帰りのミーティング時、スタッフより以前デイケアを利用していた方が亡くなったと報告をする。亡くなった利用者と仲が良かった為、気丈にしていたが、ミーティング後に大声で泣き出している。「先週日曜日に夢に出てきたんです。冗談で俺の方が年齢的に死ぬからなんて言ってた事もあった。」と話している。思いを傾聴し、辛い時はいつでも相談して欲しい事を伝えるとその後は落ち着いている。5/31（木）翌日普段通り来所しており、体調や生活状況について質問している。「食事も食べれたし、夜も寝れたので大丈夫ですよ」「陽輝くんのことも、辛いけど、今のところなんとか大丈夫なので」と話している。話を傾聴し、辛いときや悲しいときにはその気持ちをいつでも相談して欲しいことを伝えると「わかりました、その時は色々話させてもらいます」と返答している。
	平成30年4月末で就労先のうみねこ幸房が閉業することとなり、5月からデイケアを週5日利用する。日中の環境の変化により、体調の変化などの影響が生じる可能性がある為、体調や生活を崩さないように関わる必要がある。

	②デイケアで日中活動を確保し、今後の就労に向けて自身の現状を把握する。
	・今後の就労については、「1年くらいはゆっくりしたい」と話している。暫くはゆっくりしたい様子で、就労に対する意気込みのようなものは会話から感じ取れない。色々な経験をしてみることも大切であり、行動に移していけるように助言している。
	本人から希望があった際には具体的な方向性を検討し、就労に繋げていく必要がある。

	その他情報
・グループホームでは、同居者から洗面台の使い方や掃除が雑であるということを注意されることがあるとのこと。
・金銭管理が上手く出来ず、使い過ぎる傾向がある。
・デイケアでのプログラムでは、大きな問題なく参加しているが、他者を見下すような素振りが感じられることがある。


本人と改めて面談を行った後に、目標計画を整えていくこととしている。
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